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資
源
を
持
た
な
い
日
本
が
、

如
何
に
資
源
を
安
定
獲
得
す

る
か
。
レ
ア
メ
タ
ル
、
資
源
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
都
市
鉱
山
と

い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
メ
デ
ィ

ア
を
飾
る
今
日
、
世
界
が
資
源

を
軸
に
回
っ
て
い
る
の
は
誰
の

目
に
も
明
ら
か
で
す
。
各
国
が

資
源
の
「
争
奪
戦
」
を
繰
り
広

げ
る
中
、
秋
田
大
学
の
存
在
感

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
地
質
調
査
、
採
鉱
、
選
鉱
と

い
う
資
源
開
発
の
一
連
の
流
れ

を
学
べ
る
国
内
唯
一
の
大
学
で

あ
る
秋
田
大
学
。
こ
こ
に
全
国

か
ら
資
源
分
野
に
お
け
る
第

一
人
者
が
集
ま
り
、
日
本
を
含

む
世
界
か
ら
留
学
生
、
研
修
生
、

研
究
員
を
受
入
れ
て
、
資
源
開

発
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育
成
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
み
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
平
成
21
年
10
月

に
設
置
し
た
秋
田
大
学
国
際

資
源
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

で
す
。
鉱
山
研
究
に
特
化
し
、

資
源
開
発
に
お
け
る
研
究
拠

点
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
工
学

資
源
学
部
を
母
体
と
す
る
セ

ン
タ
ー
で
す
が
、
セ
ン
タ
ー
教

員
が
長
期
出
張
も
し
や
す
い
よ

う
に
と
、
全
学
セ
ン
タ
ー
の
施

設
と
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
が
今
、
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、
資
源
保
有
国
へ

の
技
術
支
援
。
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
、
ア
フ
リ
カ
の
資
源
国
・

ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
政
府
か
ら
秋

田
大
学
に
、
資
源
系
技
術
者
を

育
成
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
請

を
受
け
た
の
が
発
端
で
し
た
。

　
自
国
で
資
源
を
持
ち
な
が

ら
開
発
出
来
な
い
国
々
へ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
提
供
。
ボ
ツ
ワ
ナ
以
外

に
も
モ
ン
ゴ
ル
、
チ
リ
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
。
他
の
資
源
未
開
発

国
へ
の
技
術
支
援
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
前
身
の
秋
田
鉱
山
専
門
学

校
創
立
か
ら
数
え
、
約
1
0
0

年
の
歴
史
を
誇
る
秋
田
大
学
。

地
方
の
大
学
で
あ
り
な
が
ら
い

わ
ば
「
資
源
外
交
」
の
一
翼
を

担
う
立
場
と
し
て
英
知
を
集

結
し
、
将
来
に
つ
な
げ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
知
の
協
力
が
、
日
本
の
資
源

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
安
定
供
給

体
制
の
確
立
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
秋
田
で
長
年
培
っ
た
技
術

が
世
界
に
挑
み
ま
す
。
秋
田
大

学
の
平
和
な
資
源
外
交
の
姿

を
紹
介
し
ま
す
。

ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国

　
秋
田
か
ら
4
つ
の
飛
行
機
を

乗
り
継
ぎ
、
30
時
間
。
国
土
は

日
本
の
1
・
5
倍
の
58
万
㎢
、

人
口
僅
か
2
0
0
万
の
国
。

　
ア
フ
リ
カ
の
南
部
・
ボ
ツ
ワ

ナ
共
和
国
で
は
今
、
国
を
挙
げ

て
「
ボ
ツ
ワ
ナ
国
際
科
学
技
術

大
学
（
Ｂ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
）」
の
設
置

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
同
国
で
2
校
目
と
な

る
国
立
大
学
で
、
工
業
系
の
大

学
と
し
て
は
初
。
こ
こ
に
置
か

れ
る
鉱
山
系
の
学
科
に
は
、
ボ

ツ
ワ
ナ
政
府
か
ら
特
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
1
9
6
6
年
ま
で
英
国
保

護
領
だ
っ
た
ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
。

1
9
6
7
年
に
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
の
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、

ニ
ッ
ケ
ル
、
銅
、
プ
ラ
チ
ナ
等

の
豊
富
な
鉱
物
資
源
が
、
こ
の

国
に
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
以
来
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
先
進
国
が
、

こ
の
資
源
を
狙
っ
て
ボ
ツ
ワ
ナ

に
詰
め
寄
っ
た
結
果
、
国
の
大

半
を
資
源
産
業
が
占
め
る
ほ
ど

に
な
り
、
ボ
ツ
ワ
ナ
は
資
源
に

よ
る
未
曾
有
の
経
済
成
長
を
遂

げ
ま
し
た
。

　
で
す
が
、
ボ
ツ
ワ
ナ
は
現
在
、

資
源
と
い
う
一
次
産
品
頼
み
か

ら
抜
け
出
し
、
雇
用
増
に
つ
な

が
る
製
造
業
を
な
ん
と
か
構
築

し
た
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　「
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
資

源
産
業
を
自
国
で
発
展
さ
せ
る

技
術
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
ボ
ツ
ワ
ナ
政
府
が
、
新
た

な
国
立
大
学
を
設
置
す
る
こ
と

を
決
意
し
、
そ
の
た
め
の
支
援

を
要
請
し
た
の
が
、
日
本
の
秋

田
大
学
だ
っ
た
の
で
す
。

　
2
0
0
9
年
10
月
、
Ｂ
Ｉ
Ｕ

Ｓ
Ｔ
と
秋
田
大
学
は
協
定
を

締
結
。
教
員
の
派
遣
や
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
構
成
、
施
設
整
備
な

ど
の
対
応
も
含
め
た
幅
広
い
領

域
で
、
秋
田
大
学
が
全
面
的
に

支
援
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　「
資
源
を
持
た
な
い
日
本
が
、

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
成
長
を

遂
げ
た
の
か
。
そ
れ
は
日
本
が

持
つ
技
術
の
力
に
他
な
ら
な
い
。

我
々
は
日
本
、
そ
し
て
秋
田
大

学
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
沢
山

あ
る
」
昨
年
、
秋
田
大
学
を
訪

問
し
た
オ
ス
カ
ー
モ
ツ
ワ
ハ
エ

ボ
ツ
ワ
ナ
大
使
は
、
こ
う
話
し

ま
し
た
。

　
ボ
ツ
ワ
ナ
の
首
都
ハ
ボ
ロ
ー

ネ
か
ら
北
東
へ
約
2
7
0

㎞
。
キ
ャ
ン
パ
ス
が
設
置
さ
れ

る
プ
ラ
ハ
の
町
で
は
、
急
ピ
ッ

チ
で
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
当
初
の
開
学
は
、

2
0
1
1
年
度
を
予
定
し
て
い

た
も
の
の
、
工
事
の
遅
れ
や
教

授
陣
の
選
定
な
ど
に
時
間
を
要

し
、
開
学
は
2
0
1
2
年
め
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
大
学
の
大
学
院
で
は
今
、

同
国
か
ら
来
た
2
人
の
留
学
生

が
資
源
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。
彼
ら
は
、
開
設
さ
れ
る
Ｂ

Ｉ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
の
指
導
者
と
し
て
迎

え
ら
れ
る
予
定
で
す
。
2
人
は

ボ
ツ
ワ
ナ
の
将
来
を
担
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

　
Ｂ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
の
設
置
は
ボ
ツ

ワ
ナ
だ
け
で
な
く
、
南
ア
フ
リ

カ
の
発
展
の
た
め
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
は
ず
。
彼
ら
に

と
っ
て
、
Ｂ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
の
設
置
は

希
望
の
光
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
水
田  

敏
夫
）
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秋大発「資源外交」 資
源
に
挑
む

秋
大
の「
舞
台
」は
世
界
へ
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チ
リ
共
和
国

　
南
米
チ
リ
共
和
国
は
、
世
界

第
一
の
銅
産
出
量
の
世
界
有
数

の
鉱
山
立
国
で
す
。
チ
リ
は
、
南

北
の
長
さ
4
3
2
9
㎞
東
西
の

幅
約
1
7
2
㎞
、
西
に
太
平
洋

と
東
に
ア
ン
デ
ス
山
脈
に
挟
ま

れ
た
細
長
い
国
で
あ
り
、
こ
の

ア
ン
デ
ス
山
脈
に
は
大
規
模
な

銅
・
金
鉱
山
が
数
多
く
操
業
し

て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
、
チ
リ

は
レ
ア
メ
タ
ル
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
生
産
量
も

世
界
の
約
40
％
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
チ
リ
は
、
現

代
産
業
に
欠
か
せ
な
い
資
源
供

給
に
必
要
な
鉱
山
の
探
鉱
や
開

発
の
最
前
線
の
地
と
言
え
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
10
月
末
、
水

田
教
授
（
セ
ン
タ
ー
長
）、
私
、

学
部
4
年
生
の
3
名
で
、
ア

タ
カ
マ
鉱
山
調
査
研
究
の
た

め
鉱
山
最
前
線
の
地
で
あ
る

チ
リ
第
Ⅲ
州
コ
ピ
ア
ポ
を
訪

れ
ま
し
た
。
ア
タ
カ
マ
鉱
山

は
、
コ
ピ
ア
ポ
か
ら
南
へ
約

20
㎞
地
点
に
位
置
し
、
日
本

の
日
鉄
鉱
業
株
式
会
社
と
チ

リ

側
I
n
v
e
r
r
a
z
グ

ル
ー
プ
と
の
合
弁
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
1
9
9
5
年
探
鉱
、

2
0
0
3
年
商
業
生
産
を
開
始

し
た
銅
を
採
掘
対
象
と
し
た
鉱

山
で
す
。
私
た
ち
は
鉱
山
会
社

と
共
同
で
、
主
に
鉱
山
の
坑
内

調
査
と
試
錐
（
ボ
ー
リ
ン
グ
）
調

査
等
、
探
鉱
に
関
わ
る
分
野
の

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

（
緒
方  

武
幸
）

カ
ザ
フ
ス
タ
ン

共
和
国

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
は
世

界
第
1
位
の
ク
ロ
ム
埋
蔵
量
、

第
2
位
の
ウ
ラ
ン
埋
蔵
量
、
第
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5
位
の
チ
タ
ン
生
産
量
を
誇
る

ほ
か
、
西
部
の
カ
ス
ピ
海
沿
岸

地
域
で
の
大
油
田
の
開
発
、
最

近
で
は
レ
ア
ア
ー
ス
の
埋
蔵
可

能
性
が
高
い
こ
と
で
も
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
国
全
土
に
レ

ア
メ
タ
ル
、
亜
鉛
、
銅
、
金
な

ど
多
く
の
金
属
資
源
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
が
存
在
す
る
世
界
有

数
の
資
源
大
国
と
言
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。

　
東
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
工
科
大
学

が
あ
る
東
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
州
は
国

の
東
北
端
に
位
置
し
、
ロ
シ
ア
と

国
境
で
接
す
る
鉱
山
地
帯
で
あ

る
と
と
も
に
大
規
模
な
亜
鉛
や

チ
タ
ン
の
精
錬
所
、
ウ
ラ
ン
の
精

製
工
場
な
ど
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

1
9
9
1
年
の
独
立
以
前
は
旧
ソ

連
邦
へ
の
資
源
供
給
基
地
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
も
旧
ソ
連
時
代
の
前

近
代
的
な
経
営
理
念
や
技
術
に

よ
る
非
効
率
な
生
産
が
続
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
や
環
境
汚
染
も

深
刻
で
す
。
自
由
経
済
の
も
と

で
の
考
え
方
や
最
新
の
資
源
技

術
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
同
大
学
と
の
連
携
を
通
じ
て

教
育
・
研
究
レ
ベ
ル
の
底
上
げ

と
人
材
育
成
に
協
力
す
る
こ
と

は
、
同
国
の
資
源
産
業
の
発
展

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
我
が
国

の
資
源
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
貢

献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
現
場
や
多
数
の

有
望
鉱
床
地
域
な
ど
、
秋
田
大

学
で
資
源
学
を
専
攻
す
る
学
生

や
研
究
者
に
と
っ
て
貴
重
な
実

習
現
場
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
ま
す
。
　
　 
（
増
田  

信
行
）

モ
ン
ゴ
ル
共
和
国

　
草
原
に
点
在
す
る
ゲ
ル
と
呼

ば
れ
る
帽
子
の
形
を
し
た
移
動

式
住
居
で
季
節
に
合
わ
せ
て
家

族
と
と
も
に
移
動
す
る
遊
牧
の

民
。
ま
た
、
横
綱
白
鵬
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
今
の
日
本
の
相

撲
界
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
。
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
抱
く
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
モ
ン
ゴ
ル
共
和
国
は
日
本
の

約
4
倍
の
国
土
面
積
に
わ
ず

か
2
8
0
万
人
が
住
み
、
牧
畜

で
生
活
す
る
人
々
も
ま
だ
多
く

残
っ
て
い
る
、
厳
し
く
も
た
い

へ
ん
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い

る
国
で
す
。
実
は
、
モ
ン
ゴ
ル

に
は
、
自
然
環
境
だ
け
で
な
く

鉱
物
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
豊

富
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
源
の
開
発
を
原

動
力
に
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
経
済

は
大
き
く
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
環
境
の
保
全
と

資
源
開
発
が
両
立
す
る
形
で
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
昨
年

１
１
月
に
エ
ル
ベ
グ
ド
ル
ジ
大

統
領
が
東
京
大
学
で
講
演
さ
れ

た
と
き
に
強
く
主
張
さ
れ
て
い

ま
す
。
秋
田
大
学
は
、
資
源
開

発
技
術
と
そ
の
環
境
対
策
技

術
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
の
確
保
と
人
材
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
秋
田
大
学
と
モ
ン
ゴ
ル
と

は
、
特
に
資
源
地
質
学
の
分
野

で
過
去
数
10
年
に
わ
た
り
密

接
な
関
係
に
あ
り
ま
し
た
が
、

2
0
0
9
年
10
月
に
は
首
都

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る

モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術
大
学
と
大

学
間
交
流
協
定
を
結
び
、
両
大

学
の
教
員
・
学
生
の
交
流
を
促

進
し
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
大
学
間
で
の
遠
隔
授
業
を

行
え
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
0
1
0
年
7
月
に
は

吉
村
学
長
一
行
が
モ
ン
ゴ
ル
を

訪
問
し
、
モ
ン
ゴ
ル
国
立
教
育

大
学
と
イ
フ
ザ
サ
グ
総
合
大
学

と
国
際
交
流
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、

3
つ
の
大
学
と
の
連
携
を
深
め

て
い
ま
す
。
　    

（
安
達
　
毅
）

秋大発「資源外交」特集
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け
で
な
く
、
技
術
者
を
養
成
す

る
教
員
も
不
足
し
て
い
る
。
彼

ら
に
は
、
母
国
の
資
源
開
発
に

お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
欲

し
い
。
現
在
、
ボ
ツ
ワ
ナ
か
ら
来

て
い
る
２
人
の
留
学
生
の
学
費

や
生
活
費
は
全
て
秋
田
大
学
の

費
用
で
賄
っ
て
い
る
。
政
府
に
は
、

資
源
開
発
に
お
け
る
人
材
養
成

の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

国
費
で
留
学
生
を
呼
べ
る
よ
う

に
し
た
い
。

｜
セ
ン
タ
ー
の
課
題
・
展
望
は

●
資
源
に
関
わ
る
教
育
は
、
少

な
い
人
員
で
は
カ
バ
ー
で
き
な

い
。
国
内
の
大
学
や
関
係
学
会

に
協
力
を
要
請
し
、コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
形
成
で
き
れ
ば
と
思
う
。

そ
し
て
秋
田
大
学
が
長
年
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
世
界
の
資

源
開
発
に
役
立
た
せ
、
国
内
、
そ

し
て
世
界
に
秋
田
大
学
の
存
在

を
示
し
た
い
。

｜
資
源
分
野
に
お
け
る

秋
田
大
学
の
強
み
と
は

●
日
本
国
内
で
資
源
教
育
が
出

来
る
の
は
、
数
え
る
ほ
ど
し
か

な
い
。
秋
田
大
学
は
、
地
質
調
査
、

採
鉱
、
選
鉱
と
い
う
資
源
開
発

の
一
連
の
流
れ
を
学
べ
る
唯
一

の
大
学
。
前
身
の
秋
田
鉱
山
専

門
学
校
時
代
か
ら
数
え
て
、
資

源
の
研
究
に
１
０
０
年
の
歴
史

を
持
つ
。
技
術
は
日
本
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
で
す
。

｜
資
源
未
開
発
国
へ
の
支
援
の

メ
リ
ッ
ト
は

●
資
源
保
有
国
の
大
半
は
、
鉱

山
開
発
の
技
術
を
、
自
国
で
十

分
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
に
、地
下
資
源
を
生
か
し

き
れ
て
い
な
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
技

術
が
い
く
ら
発
達
し
た
と
し
て

も
、
そ
の
技
術
だ
け
で
必
要
と

す
る
全
て
の
資
源
を
補
う
こ
と

は
不
可
能
で
す
。
や
は
り
新
た

に
発
掘
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
資
源
を
持
た
な
い
日
本
が
資

源
保
有
国
と
の
友
好
関
係
を
図

る
こ
と
は
、
将
来
的
な
資
源
の

安
定
供
給
に
つ
な
げ
る
狙
い
が

あ
る
。

　
ま
た
、日
本
国
内
の
鉱
山
の
大

半
は
閉
山
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
場
を
失
っ

て
い
る
。
海
外
の
生
き
た
鉱
山

を
研
究
者
・
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
場
と
し
て
活
用
し
た
い
。

｜
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
の
は

何
故
か
、
そ
し
て
彼
ら
に
何
を

期
待
す
る
の
か

●
資
源
開
発
分
野
の
技
術
者
だ

﹁
日
本
酒
B
I
J
I
N
﹂

　
今
回
か
ら
も
の
づ
く
り
創

造
工
学
セ
ン
タ
ー
で
創
造
的
な

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
を
目
指
し
、

支
援
し
て
い
る
学
生
自
主
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
順
番
に
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
一

弾
は「
日
本
酒
B
I
J
I
N
」
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
阿
蘇
裕

樹
君
か
ら
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
学
生
達
の
ア
イ
デ
ィ

ア
あ
ふ
れ
る
活
動
を
是
非
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

　
工
学
資
源
学
部
生
命
化
学

科
3
年
の
阿
蘇
裕
樹
で
す
。
日

本
酒
B
I
J
I
N
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
代
表
を
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
日
本
酒
か
ら
化
粧
水

を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
本
酒
に

含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
の
栄

養
成
分
に
よ
る
保
湿
・
美
肌
効

果
に
着
目
し
、
そ
れ
を
化
粧
水

と
し
て
活
か
し
て
み
よ
う
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

始
ま
り
は
、
メ
ン
バ
ー
の
2
人

が
学
科
の
勉
強
の
一
つ
と
し
て

日
本
酒
化
粧
水
を
取
り
上
げ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

そ
の
後
、
学
科
長
で
あ
る
伊
藤

先
生
か
ら
学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
話
を
聞
き
、
本
格
的

な「
日
本
酒
B
I
J
I
N
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
発
展
し
ま

し
た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

は
私
を
含
め
生
命
化
学
科
の
3

年
7
人
、
環
境
応
用
化
学
科
の

3
年
1
人
、
同
学
科
の
2
年
1

人
の
合
計
9
人
か
ら
な
り
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
秋
田
県

産
の
日
本
酒
と
水
を
使
い
、
既

製
品
に
近
い
日
本
酒
化
粧
水

を
作
り
、
商
品
化
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
化
粧
水
の
材
料
集
め

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま

ず
県
内
の
酒
蔵
を
ま
わ
っ
て
お

酒
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
六
郷

の
湧
水
を
汲
み
に
行
き
ま
し
た
。

そ
し
て
化
粧
水
に
適
し
た
お
酒

の
量
や
種
類
を
選
定
し
、
お
酒

の
に
お
い
が
強
い
と
き
は
に
お

い
を
打
ち
消
す
成
分
を
い
れ
て

み
る
な
ど
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
化

粧
水
づ
く
り
に
は
純
米
酒
が
適

し
て
い
る
」
な
ど
様
々
な
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
に

お
い
に
つ
い
て
は
今
も
奮
闘
中

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し

て
は
に
お
い
を
改
善
し
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
な
る
ボ
ト
ル
を
作
っ

て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上

が
っ
て
か
ら
、
楽
し
か
っ
た
こ

と
や
苦
労
し
た
こ
と
な
ど
様
々

あ
り
ま
し
た
が
、
全
て
自
分
や

メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
に
と
っ
て

良
い
経
験
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
3
月
初
め
に
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
商
品
化
目
指
し
て
精

一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

国
際
資
源
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長

水
田
教
授
に
聞
く
。

も
の
づ
く
り
創
造
工
学
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
　

神
谷
　
修 

K
a

m
i

y
a

 
O

s
a

m
u

学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

『エコタッチシリーズ』

特許取得、平成 20 年度省エネ大賞受賞

〒010－0976 秋田県秋田市八橋南一丁目 3番 10号

℡ 018-866-3455　http：//www.eco-line.co.jp

「昨日は夢、今日は可能性、明日は現実に」― 秋田から日本へ、世界に飛躍 ―

エコラインは「節水」で秋田から日本、世界へ飛躍する省エネ企業の創造という夢を抱き、平成 14 年起業。

秋田という日本の一地方から世界を覗う商材を獲得するため、夢を可能性に、現実にすべく歩んできました。

そして節水装置「エコタッチ」ブランドの独自開発。節水業界に相応の地歩を占め、「節水と言えばエコライン、

エコラインといえばエコタッチ」と認知されるまでに至りました。

エコラインは温室効果ガスの削減に「節水」の切り口からアプローチ。

節水は経費削減をもたらす経済的効用のみならず、地球環境にやさしい社会的貢献をもたらします。

国
際
資
源
学

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長

水
田  

敏
夫  M

iz
u

ta
 To

s
h

io

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
地
質
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
専
門
分
野
は
、
鉱
床
学
・
資
源
鉱
物
学
。 
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言
う
ま
で
も
な
く
、
地
球
上

に
存
在
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱

物
資
源
は
無
限
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
が
使
い
続
け
て
い

く
限
り
、
い
つ
か
は
無
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
電

気
を
こ
ま
め
に
消
し
た
り
、
車

を
使
わ
ず
に
自
転
車
通
勤
に
し

た
り
と
、
日
常
に
お
い
て
も
、
少

し
で
も
環
境
に
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
に
と
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
言
葉
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
体
ど

ん
な
キ
ー
ワ
ー
ド
な
の
で
し
ょ

う
か
。

　「
現
在
で
も
、
エ
コ
を
意
識
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
が
盛
ん
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

事
後
行
為
。
現
在
だ
け
で
な
く
、

将
来
を
見
通
し
た
場
合
、
最
初

か
ら
廃
棄
物
が
出
な
い
、
あ
る

い
は
出
に
く
く
す
る
よ
う
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
な
の
で
す
」

　
こ
う
話
す
の
は
、
中
村
雅
英

教
授
（
大
学
院
工
学
資
源
学
研

究
科 

機
械
工
学
専
攻
）。

　「
ど
の
よ
う
な
製
品
で
あ
っ
て

も
、
最
後
に
は
廃
棄
、
ま
た
は
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
製
品
の

一
生
を
考
慮
し
、
全
体
と
し
て

の
環
境
負
荷
を
、
可
能
な
か
ぎ

り
低
減
す
る
事
を
目
指
す
の
が

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
で

す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
初
め
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
を
見
据

え
た
も
の
づ
く
り
な
の
で
す
」

　
例
え
ば
、「
使
う
」
段
階
の
環

境
負
荷
が
少
な
く
な
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
機
能
を
つ
け
る
こ

　
開
催
に
あ
た
っ
て
西
田
眞
秋

田
大
学
大
学
院
工
学
資
源
学
研

究
科
長
は
、「
秋
田
大
学
は
、
国

際
資
源
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
資
源
保
有
国
へ
の
技

術
支
援
活
動
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
秋
田
県
立
大

学
と
の
共
同
大
学
院
設
置
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

資
源
と
工
学
、
こ
の
2
つ
の
分

野
で
特
色
を
強
め
る
と
同
時
に
、

産
学
官
の
連
携
を
よ
り
一
層
深

め
な
が
ら
、
秋
田
、
そ
し
て
日

本
の
科
学
技
術
の
発
展
等
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
第
1
部
で
は
、
産
業
技
術
総

と
に
よ
っ
て
「
作
る
」
段
階
の

環
境
負
荷
が
増
え
、
全
体
で
の

負
荷
が
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
大

き
く
な
っ
て
は
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ま
た
製
品
の
製
造
や
配
送
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
係
る
コ
ス
ト
は

少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
良
い

は
ず
。
環
境
へ
の
負
荷
、
製
造
に

係
る
コ
ス
ト
、
そ
の
両
面
を
配

慮
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
。

　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン

を
推
し
進
め
て
い
く
に
は
、
企

画
・
設
計
・
製
造
・
使
用
・
回

収
、
全
て
の
段
階
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
事
が
必
要
な
の
で
す
。

　
そ
れ
に
は
、
電
気
・
情
報
・

機
械
と
い
っ
た
工
学
系
の
知
識

ば
か
り
で
な
く
、
資
源
系
の
知

環
境
へ
の
負
担
を
最
小
限
に

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
？

　
２
つ
の
異
な
る
画
像
を
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
に
交
互
に
映

し
出
す
。
ゆ
っ
く
り
と
切
り

替
え
て
も
２
つ
の
画
像
が
交

互
に
映
し
出
さ
れ
る
だ
け
だ

が
、
切
り
替
え
方
を
高
速
に

す
る
と
、
そ
こ
に
は
別
の
画

像
が
映
し
出
さ
れ
る
。

　
石
沢
千
佳
子
助
教
の

専
門
は
画
像
情
報
通
信
工

学
。
主
な
研
究
の
テ
ー
マ
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
公
開
さ

れ
て
い
る
画
像
処
理
に
関
す

る
こ
と
だ
。

　
石
沢
助
教
が
進
め
て
い
る

こ
の
技
術
は
、
そ
こ
に
存
在

し
な
い
は
ず
の
画
像
を
映
し

出
す
事
が
可
能
だ
。
逆
に
考

え
れ
ば
、
そ
こ
に
見
え
て
い

る
画
像
の
コ
ピ
ー
が
不
可
能

と
言
う
こ
と
で
も
あ
り
、
こ

れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
不

正
コ
ピ
ー
防
止
に
役
立
た
せ

る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心

に
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発

達
は
、
我
々
の
暮
ら
し
の
中

に
大
き
な
利
便
性
を
も
た
ら

し
た
。
と
同
時
に
ア
ナ
ロ
グ

時
代
に
は
想
定
し
得
な
か
っ

た
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
公
開
さ
れ
て
い
る
音

楽
・
写
真
な
ど
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
コ
ピ
ー
し
て
、
自
己
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
取
り
込
む
。

こ
れ
は
、
紛
れ
も
な
い
著
作

権
の
侵
害
行
為
。
ま
た
、
電

車
に
Ｐ
Ｃ
を
忘
れ
て
し
ま
っ

て
大
事
な
顧
客
情
報
を
流

出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
等
の

ニ
ュ
ー
ス
も
良
く
聞
く
。

　
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

へ
と
社
会
が
移
行
し
、
扱
う

情
報
が
増
え
て
便
利
に
な
っ

た
一
方
で
、
そ
の
管
理
に
つ

い
て
も
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
石
沢
助
教
は
、
こ
こ
秋
田

大
学
鉱
山
学
部
資
源
化
学

工
学
科（
当
時
）
を
卒
業
。
そ

の
後
、
民
間
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
会
社
に
就
職
し
た
も
の

の
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
根
本

か
ら
学
び
直
し
た
い
と
思
い
、

大
学
に
戻
っ
た
。
だ
が
、
情

報
工
学
の
研
究
を
始
め
た
当

時
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
デ
ジ

タ
ル
技
術
が
発
達
す
る
と
は

想
像
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
石
沢
助
教
は
、
研
究
を
進

め
て
い
く
う
ち
、
デ
ジ
タ
ル

情
報
管
理
の
負
担
を
少
し
で

も
減
ら
し
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
現
在
は
、
画
像

処
理
技
術
だ
け
で
な
く
、
情

報
漏
洩
の
防
止
技
術
や
、
不

正
イ
ン
ス
ト
ー
ル
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
検
出
技
術
の
研
究

も
進
め
て
い
る
。

　「
現
代
の
デ
ジ
タ
ル
社
会

で
は
、
当
人
が
不
正
を
行
う

気
が
な
く
て
も
、
思
い
が
け

な
い
事
に
よ
り
不
正
に
つ
な

が
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

情
報
を
管
理
す
る
側
と
使

う
側
、
ど
ち
ら
の
負
担
も
減

ら
せ
る
よ
う
な
技
術
を
開
発

で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
」

　
情
報
分
野
は
、
男
性
が
扱

う
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
実
際
に
は
、
女
性

な
ら
で
は
の
発
想
が
求
め
ら

れ
る
事
も
多
い
。

　「
女
性
は
、
細
か
い
と
こ

ろ
も
気
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

そ
の
要
望
を
少
し
で
も
デ
ジ

タ
ル
管
理
に
生
か
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

安
全
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
へ

石
沢  

千
佳
子   

助 

教  Ish
iza

w
a

 C
h

ika
ko

 

大
学
院
工
学
資
源
学
研
究
科
情
報
工
学
専
攻
／
専
門
分
野
は
画
像
情
報
工
学

識
や
経
営
工
学
系
の
知
識
も
必

要
と
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
現
在
、
秋
田
大
学
が
進
め
て

い
る
秋
田
県
立
大
学
と
の
共
同

大
学
院
設
置
。
こ
こ
で
は
正
に
、

こ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ

ン
を
突
き
詰
め
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
も
の
づ
く
り
を
担
う
人

材
。
そ
れ
が
、
こ
こ
か
ら
巣
立
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

【
共
同
大
学
院
】

「
共
同
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン

工
学
専
攻
」（
仮
）

●
資
源
採
掘
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
・
廃
棄
ま

で
を
体
系
的
に
学
び
、
循
環
型
社
会
の

役
割
等
に
つ
い
て
研
究
す
る
2
年
間
の

修
士
課
程
。
設
置
は
2
0
1
2
年
を
予

定
し
て
お
り
、
国
立
大
学
と
県
立
大
学

に
よ
る
共
同
大
学
院
設
置
は
全
国
初
。

4
団
体
に
よ
る
合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

「
資
源
・
環
境
・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
新
た
な
る
展
開
」

　
秋
田
大
学
大
学
院
工
学
資

源
学
研
究
科
は
じ
め
4
団
体
は
、

「
資
源
・
環
境
・
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
新
た
な
る

展
開
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
合
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
3
月
3
日
、
秋

田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
。
参

加
し
た
企
業
関
係
者
等
1
5
0

名
は
、
秋
田
県
に
お
け
る
今
後

の
産
業
創
出
や
産
学
連
携
の
在

り
方
を
探
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
の
主
催
団
体
は
、
秋

田
大
学
工
学
資
源
学
部
産
学
官

連
携
推
進
協
議
会
、
秋
田
大
学

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ

ボ
ラ
ト
リ
ー
、
あ
き
た
ア
ー
バ
ン

マ
イ
ン
開
発
ア
カ
デ
ミ
ー
。

合
研
究
所
の
三
島
望
氏
が
「”
価

値
づ
く
り
“
の
た
め
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
設
計
手
法
の
提
案
」
と

題
し
て
講
演
。
エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
を

事
例
に
、
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
を
見
据
え
、
ユ
ー
ザ

価
値
、
環
境
負
荷
、
コ
ス
ト
全
て

を
最
適
化
す
る
た
め
の
手
法
で

あ
る
ト
ー
タ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
分
析
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
東
京
大
学
名
誉
教
授

の
御
園
生
誠
氏
が
「
21
世
紀
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
と
気
候
変

動
。
合
理
的
・
現
実
的
戦
略
を

考
え
る
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。

　
第
２
部
で
は
、
工
学
資
源
学

研
究
科
の
講
演
会
や
Ｖ
Ｂ
Ｌ
研

究
発
表
会
な
ど
、
企
業
関
係
者

を
対
象
と
し
た
研
究
発
表
を
行

い
、
続
く
第
3
部
で
は
4
団
体

に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

ポスターセッションの様子

東京大学名誉教授の御園生誠氏

産業技術総合研究所の三島望氏
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最
近
、
星
を
眺
め
た
の
は
い

つ
で
す
か
？

　
日
本
で
は
約
3
年
ぶ
り
と
な

る
「
皆
既
月
食
」
の
観
察
会
が
昨

年
12
月
21
日
、
秋
田
大
学
教
育

文
化
学
部
天
文
台
で
あ
り
ま
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り

空
で
し
た
が
、
天
文
台
に
は
月

食
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
、
小
学

生
や
市
民
の
方
な
ど
約
40
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
天

文
台
で
は
2
0
0
8
年
か
ら
毎

月
一
回
、
市
民
を
対
象
と
し
た

天
文
講
演
会
と
天
体
観
察
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
の
9

月
に
は
解
像
度
・
結
像
性
能
と

も
極
め
て
優
れ
た
東
北
で
も
有

数
の
望
遠
鏡
を
導
入
し
ま
し
た
。

新
望
遠
鏡
に
は
多
く
の
方
に
親

し
ん
で
、
活
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
名
称
を
小
学
生
か
ら
公
募
。

「
ミ
ル
エ
ル
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
携
わ
っ

て
き
た
教
育
文
化
学
部
の
林
信

太
郎
教
授
は
「
星
や
月
、
宇
宙
は

と
て
も
神
秘
的
で
お
も
し
ろ
い
。

そ
れ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
す
。「
宇

宙
に
は
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い

事
が
多
い
。
子

ど
も
達
に
は

宇
宙
へ
の
興

味
を
持
ち
、
ロ

マ
ン
を
感
じ

て
欲
し
い
」。

そ
の
言
葉
通

り
天
文
イ
ベ

ン
ト
に
参
加

し
た
小
学
生

は
「
自
分
の
目

で
は
よ
く
見

え
な
い
け
ど
、

望
遠
鏡
だ
と

と
っ
て
も
近

く
に
見
え
て

お
も
し
ろ
い
」

「
将
来
は
月
に

行
っ
て
み
た

い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
が
宇
宙
へ
の
興
味
・
関

心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
親
御
さ
ん
の
中
に
は
子
ど

も
を
連
れ
て
き
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
天
文
に
興
味
を
抱
き
、
天

文
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
に
協
力
し
て
下

さ
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　
大
学
で
は
こ
う
い
っ
た
天
文

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
今
後

自
主
的
に
天
文
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
け
る
よ
う
、
新
た
に

「
星
空
案
内
人
資
格
認
定
講
座
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
星
空
案
内

人
と
は
星
空
や
宇
宙
の
楽
し
み

方
を
学
校
や
科
学
館
で
教
え
た

り
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
す
る
ス
タ
ッ
フ
で
、
講
座

で
は
天
文
に
関
す
る
基
礎
知
識

か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
現

在
、
地
域
で
行
わ
れ
る
天
文
イ

ベ
ン
ト
の
数
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
星
空
案
内
人
や
天
文
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
に
よ
り
、
天

文
イ
ベ
ン
ト
の
増
加
、
地
域
の

天
文
教
育
の
普
及
に
つ
な
が
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
毎
月
1
回
、
天
文
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
き
た
こ
と
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
も
で
き
、
大
学
と

市
民
の
距
離
は
縮
ま
っ
て
き
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
天
文
イ
ベ
ン
ト
で
講
師
を
務

め
る
秋
田
大
学
の
毛
利
技
術
職

員
は
「
大
学
が
持
つ
施
設
や
道

具
を
広
く
開
放
し
、
市
民
の
方

が
自
由
に
使
え
る
天
文
台
に
し

て
い
き
た
い
。
大
学
の
天
文
台

と
い
う
事
で
敷
居
が
高
い
と
感

じ
る
方
も
い
ま
す
が
、
市
民
の

天
文
台
、
自
分
の
望
遠
鏡
だ
と

思
っ
て
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
知
っ
て
い
ま
し
た

か
？
秋
田
大
学
教
育
文

化
学
部
天
文
台
。
た
ま

に
は
星
を
眺
め
に
大
学

へ
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

宇
宙
へ
の
ロ
マ
ン

教
育
文
化
学
部
天
文
台

　
全
日
本
柔
道
選
抜
体
重

別
選
手
権
大
会
1
位
、
ア
ジ

ア
競
技
大
会
柔
道
競
技
2

位
。
柔
道
選
手
と
し
て
輝
か

し
い
戦
績
を
持
つ
三
戸
範
之

教
育
文
化
学
部
准
教
授
。
専

門
は「
柔
道
・
武
道
方
法
学
」

と「
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
」
。
柔

道
の
技
や
戦
術
の
研
究
に
加

え
、
練
習
の
構
成
や
指
導
法
、

技
能
の
発
揮
の
仕
方
に
つ
い

て
心
理
面
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
る
。

　「
誰
か
に
や
ら
さ
れ
て
い

る
と
い
う
考
え
方
で
は
強

く
な
れ
な
い
。
練
習
の
意
味

を
理
解
し
、
強
く
な
れ
る
と

感
じ
な
が
ら
取
り
組
む
。
そ

う
す
る
と
選
手
は
の
び
て

き
ま
す
」

　
三
戸
准
教
授
が
顧
問
を

務
め
る
秋
田
大
学
柔
道
部
。

昨
年
、
東
北
学
生
柔
道
団
体

競
技
で
春
秋
連
覇
し
、
東
北

代
表
と
し
て
出
場
し
た
全

日
本
イ
ン
カ
レ
で
も
活
躍
し

た
。
大
会
本
番
、
学
生
が
思

い
も
よ
ら
な
い
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
と

い
う
。

　
ど
う
指
導
す
れ
ば
学
生

の
可
能
性
を
の
ば
す
の
か
。

　
柔
道
強
豪
校
が
ひ
し
め

き
合
う
全
国
大
会
。
三
戸

准
教
授
は
強
い
相
手
で
も

選
手
に「
勝
て
な
い
」
と
は

言
わ
な
い
。
学
生
と
と
も

に
、
相
手
を
倒
す
こ
と
に
集

中
し
て
研
究
・
分
析
し
、
先

述
を
練
り
、
稽
古
を
重
ね
る
。

す
る
と
、
戦
術
が
は
ま
っ
た

時
、
学
生
は
予
想
を
超
え
た

力
を
発
揮
す
る
と
い
う
。

　「
学
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

す
ご
い
。
短
期
間
で
い
ろ
ん

な
事
を
吸
収
で
き
る
。
だ
か

ら
枠
に
は
め
ち
ゃ
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
」

　
現
役
引
退
後
、
競
技
者
と

し
て
の
経
験
を
生
か
し
、
学

生
を
育
て
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
研
究
者
の
道
へ
。
柔

道
・
武
道
方
法
論
を
学
び
、

多
く
の
指
導
者
を
現
場
に

送
り
出
し
た
。
秋
田
県
内
の

柔
道
部
で
指
導
に
あ
た
る

教
員
の
中
に
は
三
戸
准
教

授
の
教
え
子
が
少
な
く
な
い
。

　
現
在
、
全
日
本
柔
道
女
子

ジ
ュ
ニ
ア
強
化
コ
ー
チ
も
務

め
る
三
戸
准
教
授
。
昨
年
は

選
手
の
指
導
に
対
す
る
功

績
が
認
め
ら
れ
、
文
部
科
学

大
臣
よ
り
国
際
競
技
大
会

優
秀
者
等
と
し
て
表
彰
さ

れ
た
。
世
界
を
目
指
す
選
手

を
指
導
す
る
傍
ら
、
7
年
前

か
ら
秋
田
の
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た「
か
も
し
か
柔

道
ク
ラ
ブ
」
の
指
導
に
も
あ

た
っ
て
い
る
。

　「
い
つ
か
秋
田
か
ら
日
本

代
表
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
生
ま
れ
て
ほ
し
い
」

　
道
場
で
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
い
な
が
ら
、
自
ら
の

夢
も
育
て
て
い
る
。

心
技
体
ー
柔
ら
の
道
を
究
め
る
ー

三
戸
　
範
之  

准
教
授
　S

a
n

n
o

h
e

 N
o

riy
u

k
i

教
育
文
化
学
部
／
専
門
分
野
は
柔
道
・
武
道
方
法
学
、
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学

【教育文化学部天文台】
☎018-889-2655
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日
本
人
男
性
の
3
人
に
1
人
、

女
性
の
２
人
に
１
人
が
、
が
ん

で
亡
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る

現
在
、
が
ん
の
病
気
は
、
も
は

や
他
人
事
で
は
な
い
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
が
ん

の
病
気
に
は
痛
み
を
伴
う
。
そ

し
て
、
患
者
は
自
ら
を
脅
か
す

そ
の
痛
み
か
ら
の
解
放
を
強
く

願
う
。
症
状
に
よ
る
身
体
的
な

痛
み
だ
け
で
な
く
、
迫
り
来
る

死
へ
の
恐
怖
や
社
会
的
苦
痛
。

　
そ
の
患
者
が
抱
え
る
全
て
の

痛
み
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
患

者
を
支
援
す
る
。
そ
れ
が
「
緩

和
ケ
ア
」
で
あ
る
。

　「
も
と
も
と
緩
和
ケ
ア
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
ホ
ス
ピ
ス
の
思

想
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
す
。

ホ
ス
ピ
ス
は
、
終
末
期
を
迎
え

る
患
者
へ
、
残
り
の
人
生
を
よ

り
良
く
生
き
て
も
ら
う
た
め
の

支
援
の
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
な

患
者
で
あ
っ
て
も
、
人
を
人
と

し
て
見
て
接
す
る
こ
の
思
想
は
、

そ
も
そ
も
医
療
人
と
し
て
の

ベ
ー
ス
と
な
る
も
の
で
す
」
と

片
寄
喜
久
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

長
は
話
す
。

　
秋
田
大
学
医
学
部
附
属
病
院

は
平
成
21
年
4
月
、
院
内
に
緩

和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

　
秋
田
大
学
は
1
9
7
0
年

4
月
、
戦
後
初
の
国
立
大
学
医

学
部
と
し
て
創
立
。
翌
年
に
は
、

当
時
の
秋
田
県
立
中
央
病
院
が

国
に
移
管
さ
れ
て
今
の
医
学
部

附
属
病
院
と
な
り
、
現
在
に
い

た
り
ま
す
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
秋
田
市
出

身
・
脚
本
家
の
内
舘
牧
子
氏
が

　「
秋
田
大
学
医
学
部
に
望
む

も
の
」
と
題
し
て
講
演
。
内
館

氏
は
入
院
し
た
時
に
、
医
師

や
看
護
師
の
言
葉
で
心
救
わ

れ
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
と
自
身
の
体
験
を
語
り
「
患

者
に
希
望
を
持
た
せ
る
こ
と

は
医
療
関
係
者
の
大
事
な
役

割
。
秋
田
の
医
療
に
、
秋
田
大

学
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

よ
り
優
れ
た
プ
ロ
の
集
団
で

あ
っ
て
欲
し
い
」
と
秋
田
大

学
医
学
部
へ
の
期
待
を
話
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
本
橋
豊
医
学

系
研
究
科
長
・
医
学
部
長
が

「
地
方
国
立
大
学
と
し
て
地
域

に
根
ざ
し
た
医
学
教
育
の
推

進
と
と
も
に
、
世
界
に
情
報

を
発
信
で
き
る
グ
ロ
ー
カ
ル

な
医
学
部
と
し
て
の
発
展
を

目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
。

　
続
い
て
茆
原
順
一
医
学
部

附
属
病
院
長
が
「
今
ま
で
以

上
に
医
学
部
お
よ
び
附
属
病

院
が
一
体
と
な
っ
て
、
先
進
・

高
度
医
療
を
推
進
し
な
が
ら
、

秋
田
県
に
お
け
る
地
域
医
療

へ
の
貢
献
を
果
た
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

【医学部の主な沿革】
昭和20年（1945）  4月 秋田県立女子医学専門学校設置

昭和22年（1947）11月 秋田県立病院設置

昭和29年（1954）  7月 秋田県立中央病院と改称

昭和45年（1970）  4月 秋田大学に医学部設置
昭和46年（1971）  4月 秋田県立中央病院を国に移管、

医学部附属病院発足

昭和47年（1972）  4月 秋田大学医学部附属看護学校設置
【平成4年（1992）3月廃止】

昭和51年（1976）  4月 大学院（医学系研究科）設置

平成21年（2009）  4月 医学系研究科を大学院部局化／
大学院医学系研究科に
保健学専攻（博士後期課程）を設置

　　　 〃　　　  10月 附属病院新病棟にて診療開始

緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
秋
田
大
学
医
学
部
の
創
立

40
周
年
を
記
念
し
て
11
月
28

日
、
秋
田
市
の
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
で
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

し
た
。
大
学
や
医
療
関
係
者
約

5
0
0
名
が
出
席
し
、
40
年
の

節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、
更
な

る
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

40周年の節目
改めて地域医療への貢献を誓う

「
痛
み
に
寄
り
添
う
」

　
が
ん
の
死
亡
率
が
、
全
国
で

最
も
高
い
秋
田
の
支
援
体
制
を

高
め
る
た
め
だ
。

　
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
チ
ー

ム
を
組
み
、
全
人
的
な
ケ
ア
に

当
た
る
。
時
に
は
、
患
者
だ
け

で
な
く
患
者
を
支
え
る
家
族
と

も
向
き
合
う
事
も
あ
る
。

　「
緩
和
ケ
ア
は
、
患
者
と
医

療
チ
ー
ム
に
よ
る
痛
み
に
対
す

る
戦
い
」

　
片
寄
セ
ン
タ
ー
長
は
、
緩
和

ケ
ア
を
こ
う
表
現
す
る
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
、
患
者

や
市
民
を
対
象
と
す
る
緩
和
ケ

ア
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。

　「
痛
み
の
治
療
で
は
、
患
者

さ
ん
自
身
が
果
た
す
べ
き
役
割

が
あ
り
ま
す
。
痛
み
を
我
慢
す

る
こ
と
が
美
徳
で
あ
る
と
は
思

わ
ず
に
、
我
々
に
痛
み
を
伝
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
」

　
2
0
0
7
年
6
月
に
「
が
ん

対
策
推
進
基
本
法
」
が
施
行
。

こ
れ
に
よ
り
、
緩
和
ケ
ア
の
実

施
が
、
国
と
し
て
推
進
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
で
緩
和
ケ
ア

が
浸
透
し
て
こ
な
か
っ
た
最
大

の
原
因
は
、
医
療
に
関
わ
る
者

た
ち
へ
の
教
育
・
支
援
体
制
の

不
足
と
片
寄
セ
ン
タ
ー
長
は
指

摘
す
る
。

　「
ま
ず
、
緩
和
ケ
ア
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
は
、
他
な
ら
ぬ
医
療
者

自
身
。
我
々
は
、
宗
教
的
な
観

点
か
ら
で
は
な
く
医
療
の
観
点

か
ら
、
緩
和
ケ
ア
を
発
展
さ
せ

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
」

　
そ
う
話
す
片
寄
セ
ン
タ
ー
長

の
隣
に
は
、
学
生
が
１
人
座
っ

て
い
る
。

　「
緩
和
ケ
ア
の
教
育
は
若
い

頃
か
ら
、
早
め
の
対
応
が
必
要
。

そ
れ
は
治
療
と
同
じ
で
す
」

片
寄  

喜
久 

講
　
師
　K

a
ta

y
o

s
e

 Y
o

s
h

ih
is

a

所
属
／
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長
、
第
二
外
科
（
乳
腺 

甲
状
腺
外
科
）
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【珪藻土】
植物プランクトンの死骸が積み重なり、長
い年月をかけて岩石化した物質。北秋田市
内には珪藻土の鉱床があり、その埋蔵量は
700万トンと推定されている。吸湿性や断
熱性に優れていることから珪藻土は主に、
ビールのろ過や断熱材に利用されている

社 会 貢 献 活 動学 生 情 報

　
人
里
離
れ
た
山
奥
で
、
村
の

子
ど
も
た
ち
が
集
う
小
さ
な
学

び
舎
。
分
校
と
聞
く
と
、
そ
ん

な
情
景
が
浮
か
ぶ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
秋
田
大
学
は
、
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
横
手
市
と
北
秋

田
市
に
「
秋
田
大
学
横
手
分
校
」

と
「
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　「
秋
田
県
は
、
広
い
県
土
を

持
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

高
等
教
育
機
関
が
秋
田
市
に
集

中
し
て
い
る
。
大
学
が
持
つ
教

育
研
究
資
源
を
秋
田
に
住
む
人

た
ち
全
て
に
提
供
し
た
い
」

　
吉
村
昇
学
長
の
こ
の
言
葉
が
、

2
つ
の
分
校
開
設
に
繋
が
り
ま

し
た
。

　
秋
田
大
学
の
分
校
は
、
普
通

の
分
校
と
は
異
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
対
象
を
秋
田
県
全
域
に
目
を

向
け
た
こ
と
。
地
元
の
銀
行
が

分
校
の
取
組
み
に
参
画
し
て
い

る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
教
室

を
持
た
な
い
と
い
う
事
で
す
。

　「
横
手
分
校
の
場
合
、
横
手

市
役
所
内
に
分
校
担
当
職
員
が

常
駐
し
、
そ
こ
で
横
手
市
職
員

や
市
民
・
企
業
の
意
見
を
受
け

ま
す
。
そ
し
て
、
大
学
で
応
え

ら
れ
る
か
ど
う
か
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ

ば
、
大
学
教
員
を
派
遣
し
ま
す
。

分
校
は
、
地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ

を
大
学
へ
と
繋
ぐ
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
で
す
」
と
大
学
の

自
治
体
連
携
業
務
を
担
当
す
る

藤
井
社
会
貢
献
推
進
室
長
。

　
分
校
に
教
室
が
な
い
の
は
、

分
校
は
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
は
地
域
全
域
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
か
ら
な

の
で
す
。

　
横
手
市
は
、
平
成
21
年
2
月

の
秋
田
大
学
と
の
協
定
締
結
後

ほ
ど
な
く
、
市
民
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。「
大
学
に
期
待
す
る

こ
と
」
に
つ
い
て
市
民
に
意
見

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
反

響
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
同
年

８
月
に
開
設
し
た
横
手
分
校
は
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
動

き
始
め
ま
し
た
。

　
横
手
市
内
で
の
積
極
的
な
市

民
講
演
会
や
子
ど
も
向
け
科
学

教
室
の
開
催
。
県
南
地
域
の
教

員
の
指
導
力
向
上
を
目
的
と
す

る
秋
田
大
学
の
教
員
に
よ
る
地

元
の
教
員
研
修
へ
の
支
援
。
横

手
市
民
は
、
大
学
が
持
つ
知
力

に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
遠
隔
配
信
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
分
校
へ
の
授
業
配

信
の
試
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

高
大
連
携
事
業
を
中
心
に
活
用

し
て
い
く
方
針
で
す
が
、
昨
年

7
月
に
秋
田
大
学
で
開
催
し
た

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
川
口
淳
一
郎
先
生
の

「
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
」
の

講
演
会
も
秋
田
大
学
か
ら
横
手

分
校
に
配
信
し
ま
し
た
。

　
分
校
の
事
業
は
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元
の
大

学
と
し
て
、
地
域
が
抱
え
る
課

題
へ
も
向
き
合
い
ま
す
。
年
間

5
0
0
0
ト
ン
に
も
及
ぶ
間
引

き
ス
イ
カ
の
活
用
法
や
横
手
市

増
田
町
の
内
蔵
（
う
ち
ぐ
ら
）

を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り

の
提
案
。
秋
田
大
学
の
複
数
の

教
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
そ
の

課
題
解
決
の
た
め
に
動
き
始
め

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
秋
田
大
学
の
学
生

の
存
在
。
分
校
の
取
組
に
は
彼

ら
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

大
学
が
地
域
か
ら
学
ぶ
、
い
わ

ゆ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し

て
の
活
用
で
す
。
そ
れ
が
最
も

如
実
に
表
れ
て
い
る
の
が
、
教

育
文
化
学
部
長
沼
ゼ
ミ
の
学
生

た
ち
が
挑
戦
し
て
い
る
漬
物
づ

く
り
で
し
ょ
う
。
地
元
農
家
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
横
手
市

山
内
地
区
の
特
産
品
「
い
ぶ
り

が
っ
こ
」
の
種
ま
き
、
製
造
、
商

品
化
ま
で
学
生
が
携
わ
り
ま
す
。

昨
年
２
月
、
み
ん
な
で
つ
く
っ

た
と
い
う
意
味
を
込
め
て
「
い

ぶ
り
ば
で
ぃ
」
の
名
前
で
販
売

し
た
と
こ
ろ
、
5
0
0
個
が
30

分
で
完
売
す
る
ほ
ど
の
大
盛
況

で
し
た
。

　「
若
い
学
生
さ
ん
と
会
話
す

る
だ
け
で
、
な
ん
だ
か
嬉
し
く

な
る
」
と
地
元
農
家
の
人
は
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
場
が
、
学
生
が
地
域

か
ら
学
び
、
そ
し
て
地
域
の
人
々

に
元
気
を
与
え
る
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
平
成
22
年
11
月
に
開
設
し
た

ば
か
り
の
北
秋
田
分
校
の
活
動

も
、
始
ま
っ
て
い
ま
す
。「
地
元

の
資
源
で
、
地
元
企
業
に
よ
る
商

品
開
発
を
」
と
い
う
想
い
。
北
秋

田
市
の
地
域
資
源
で
あ
る
珪
藻

土
を
活
用
し
て
地
元
を
活
性
化

で
き
な
い
か
、
秋
田
大
学
教
員
を

メ
ン
バ
ー
に
含
む
検
討
会
が
発

足
し
て
い
ま
す
。
秋
田
の
産
業
を

育
て
る
こ
と
は
、
長
期
的
に
見
れ

ば
、
若
者
が
秋
田
に
残
る
こ
と
に

繋
が
る
こ
と
で
す
。

　
大
学
、
市
、
銀
行
、
出
来
る

こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
皆
で
地
域
を
見
つ

め
、
そ
こ
に
存
在
す
る
資
源
を

使
っ
て
新
た
な
地
域
社
会
を
築

く
。
地
元
に
開
設
し
た
2
つ
の

分
校
が
、
そ
の
き
っ
か
け
に
な
る

べ
く
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。

大
学
と
地
域
を
つ
な
げ
る

2
つ
の
分
校
が
果
た
す
役
割

2年目となる今年は、同ゼミの後輩たちが、横手分校事業に参画する
北都銀行のマーケティング知識を借りながら全国展開の可能性を探っている

北秋田市の小学生を対象にした科学教室を開催（平成22年10月22・23日）

左から、焼成品、乾燥品、融剤焼成品

北秋田市近隣の小学校教諭を対象とする
英語音声研修を開催（平成22年12月4日・11日） 

「マタギ」の文化や生活を紹介する企画展を 
秋田大学で開催（平成22年11月8日～19日）
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秋田大学生協は
大学生を応援します

秋田大学の学生生活を日常的にサポートするのが大学生協です http:/ /www.akita.u-coop.or. jp/
アパート下宿紹介・新生活用品・パソコン・インターネット・自動車学校・教科書教材等

新入生の友達の輪を広げる企画 サークル紹介するステージショー オープンキャンパスの協力 秋にはスポーツ大会

今すぐアクセス！

TEL:0120-327-141 秋 田 大 学 生 協 の
受験生・新入生サポート

秋田大学生協 検索

大学生協は
こんなことも
やってます

　
秋
田
大
学
手
形

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

徒
歩
10
分
の
場
所
。

そ
こ
に
あ
っ
た
工

学
資
源
学
部
の
男
子
寮「
北
光

寮
」
が
、
平
成
22
年
3
月
を
も
っ

て
廃
寮
と
な
り
ま
し
た
。
45
年

と
い
う
長
い
歴
史
の
幕
を
下
ろ

し
た
そ
の
北
光
寮
の
役
割
を
、

新
し
く
完
成
し
た
学
生
寮
が
引

き
継
い
で
い
ま
す
。

　
寮
の
名
称
は「
秋
田
大
学
西
谷

地
寮
」
。
北
光
寮
の
隣
に
同
年
4

月
に
完
成
し
た
ワ
ン
ル
ー
ム
マ

ン
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
の
建
物
で
す
。

　
建
築
の
コ
ン
セ
プ
ト「
ボ
ス

ト
ン
バ
ッ
ク
ひ
と
つ
で
引
っ
越

し
！
」
の
言
葉
通
り
、1
3
0
室

あ
る
部
屋
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、ミ
ニ

キ
ッ
チ
ン
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
ト

イ
レ
、
学
習
机
等
が
備
わ
っ
て

お
り
、
直
ぐ
に
で
も
暮
ら
し
始

め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
学
生
の
話
に
よ
る
と
、
入
寮

し
た
の
は
親
か
ら
の
薦
め
も

あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
い
ま
す
。
新

生
活
で
不
安
な
子
ど
も
の
こ
と

を
思
え
ば
、
仲
間
が
近
く
に
い

る
寮
に
入
っ
て
欲
し
い
と
い
う

の
が
親
心
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
を

探
す
手
間
や
、
家
賃
の
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
経
済
的
な
負
担
も

減
り
ま
す
。
管
理
人
も
常
駐
し

て
い
る
の
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

面
で
も
安
心
出
来
ま
す
。

　
現
在
、
入
寮
し
て
い
る
の
は
、

約
1
0
0
名
。
こ
の
西
谷
地
寮

は
、
北
光
寮
と
同
じ
男
子
寮
で

す
が
、
全
学
部
生
・
大
学
院
生
、

そ
し
て
留
学
生
も
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

　「
試
験
前
に
な
る
と
、
み
ん
な

集
ま
っ
て
勉
強
会
。
で
も
つ
い
つ

い
勉
強
以
外
で
、
話
し
込
ん
で

し
ま
う
こ
と
も
・
・
・
」

　
工
学
資
源
学
部
の
同
窓
会
誌

に
、か
つ
て
の
北
光
寮
で
の
生
活

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
入
寮
時
に
は
、
何
故
か
学
ラ

ン
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

そ
の
日
か
ら
、
先
輩
た
ち
に
囲

ま
れ
て
、
挨
拶
や
寮
歌
の
厳
し

い
レ
ク
チ
ャ
ー
が
始
ま
っ
た
。
今

で
も
寮
生
活
の
夢
を
見
る
」

　
近
代
的
な
西
谷
地
寮
と
は
、

と
て
も
似
つ
き
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
北
光
寮
Ｏ
Ｂ
は
皆
、
口
を
そ

ろ
え
て「
良
き
思
い
出
、
寮
生
活

は
一
生
忘
れ
な
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
寮
生
活
に
は
、
ア
パ
ー
ト
暮

ら
し
で
は
得
ら
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

が
学
問
を
学
ぶ
場
と
し
た
ら
、

寮
は
卒
業
後
の
社
会
生
活
を
垣

間
見
る
場
と
言
え
ま
す
。

　
北
光
寮
と
比
べ
、
西
谷
地
寮

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た

作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て

ほ
ど
の
厳
し
さ
も
、そ
こ
に
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
部

屋
を
開
け
れ
ば
、
す
ぐ
そ
こ
に

沢
山
の
仲
間
が
い
る
。
時
代
は

変
わ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　
何
ら
か
の
職
に
就

く
こ
と
を「
就
職
」
と
い
い
ま

す
。
本
来
な
ら
ま
ず
何
を
や

り
た
い
か
を
考
え
、
次
に
そ

の
こ
と
が
で
き
る
場
所（
企
業

等
）
を
探
す
。
実
態
は
逆
で
す

ね
。

　
も
う
二
十
年
も
前
で
す
が
、

弟
が「
勤
務
地
は
東
京
で
出
版

部
門
」
と
い
う
条
件
で
あ
る

企
業
に
内
定
を
も
ら
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
言
い
渡

さ
れ
た
配
属
通
知
は「
札
幌
で

営
業
」
。
入
社
し
て
か
ら
三
ヶ

月
ほ
ど
は「
辞
め
て
や
る
」
と

息
巻
い
て
い
ま
し
た
が
、い
つ

し
か
一
人
前
の
営
業
マ
ン
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
か
ら
な

い
も
の
で
す
ね
。

　
さ
て
、
今
回
は
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
に
必
ず
あ
る【
当
社
を

志
望
す
る
理
由
を
お
書
き
下
さ

い
】
と
い
う
質
問
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
な
ぜ
入
社
し
た
い
の
か
。
な

ぜ
そ
の
仕
事
を
し
て
み
た
い

の
か
。
基
本
は
素
直
に
本
音

を
書
く
こ
と
で
す
。

　
社
是
、
社
訓
を
誉
め
た
う

え
で「
御
社
の
社
訓
に
共
感
し

ま
し
た
」
な
ど
と
書
か
れ
た
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
何
度
も

見
か
け
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ
を
ち

ら
っ
と
見
て
書
い
た
の
が
わ

か
り
ま
す
ね
。

　「
御
社
」
と
い
う
表
現
に

ま
ず
、
距
離
感
を
感
じ
て
し

ま
い
ま
す
。
秋
田
大
学
を「
貴

学
」
と
呼
ぶ
よ
う
な
も
の
で
、

素
直
に「
秋
田
大
学
」
と
書
け

ば
い
い
の
で
す
。
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
を
読
み
直
し
て
み
る

と「
御
社
」
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

に
な
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す

ね
。
書
け
ば
書
く
ほ
ど
、間
柄

が
遠
く
な
っ
て
し
ま
う
気
が

し
ま
す
。

　「
社
風
が
自
分
に
あ
っ
て
い

る
」
な
ん
て
い
う
記
述
の
も

あ
り
ま
す
ね
。
そ
も
そ
も
社

風
な
ん
て
い
う
も
の
は
勤
め

て
か
ら
な
ん
と
な
く
わ
か
っ

て
く
る
も
の
。
企
業
Ｈ
Ｐ
に
記

載
さ
れ
て
い
る「
社
風
」
を
鵜

呑
み
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
Ｏ
Ｂ
訪
問
や
企
業
説
明
会

の
経
験
を
通
じ
て
会
社
の
雰

囲
気
の
良
さ
を
書
き
、
志
望

動
機
に
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
企
業
説
明
会
に
は
、社
内

で
も
好
感
度
の
良
い
人
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
感
じ
が
悪

か
っ
た
ら
、
誰
も
入
社
を
希

望
し
ま
せ
ん
よ
ね
。
だ
か
ら

雰
囲
気
は
良
く
て
当
然
な
の

で
す
。

　
で
も
、
そ
ん
な「
先
輩
」
た

ち
に
好
感
を
持
っ
た
ら
、思
っ

た
通
り「
十
年
後
に
は
先
輩
の

よ
う
に
、自
信
を
持
っ
て
働
い

て
い
た
い
」
な
ど
と
書
く
こ
と

は
Ｏ
Ｋ
で
す
。
ど
こ
に「
自
信

を
持
っ
て
い
る
姿
を
感
じ
た

か
」
を
書
き
加
え
る
こ
と
は

忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

　
企
業
に
対
す
る「
印
象
」
は
、

Ｈ
Ｐ
や
説
明
会
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
そ
の
会

社
の
商
品
を
使
っ
た
り
、サ
ー

ビ
ス
に
触
れ
た
り
し
た
機
会

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に

感
じ
た
こ
と
を
書
い
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
新
鮮

な
観
察
力
が
盛
り
込
め
れ
ば
、

企
業
側
に
と
っ
て
も「
発
見
の

あ
る
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」
に

な
り
ま
す
。

　
書
く
前
に
も
う
一
度
。
自

分
が
な
ん
の「
プ
ロ
」
に
な
り

た
い
の
か
を
よ
く
考
え
て
み

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

秋
田
大
学
企
画
広
報
課
長

（
元
朝
日
新
聞
記
者
）

高
橋  

康
弘

社 会 貢 献 活 動学 生 情 報

学生寮
西谷地寮
手 形 寮

文章力up
Column

【
西
谷
地
寮
】
●
対
象
者
／
全
学
男
子

●
入
寮
定
員
／
1
3
0
名
　
●
寄
宿
料

／
月
額
2
万
円
　
●
居
室
は
個
室
で
机
、

椅
子
、ベ
�
ド
、ク
ロ
ー
ゼ
�
ト
、ト
イ
レ
、

浴
室
、
ミ
ニ
キ
�
チ
ン（
Ｉ
Ｈ
）
、
冷
蔵
庫
、

エ
ア
コ
ン
を
備
え
、
共
同
設
備
と
し
て

偶
数
階
に
洗
濯
室
が
あ
る
。

　
秋
田
大
学
手

形
寮
は
女
子
寮
で
、

手
形
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
徒
歩
5
分
の

場
所
に
あ
り
ま
す
。
定
員
40
名

の
個
室
は
現
在
ほ
ぼ
満
室
。
バ

ス
・
ト
イ
レ
は
共
同
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　「
最
初
は
古
く
て
驚
き
ま
し
た

が
、
住
ん
で
い
る
う
ち
に
慣
れ

ま
し
た
」
そ
う
話
す
の
は
昨
年

4
月
に
入
居
し
た
工
学
資
源
学

部
１
年
の
一
戸
涼
華
さ
ん
。
横

手
市
出
身
の
一
戸
さ
ん
は
両
親

か
ら
の
薦
め
も
あ
り
、
寮
へ
の

入
居
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

　「
不
便
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
大
学
ま
で
の
近
さ
と
安

さ
は
大
き
な
魅
力
で
す
。
ア
ル

バ
イ
ト
代
を
ほ
ぼ
自
分
の
好
き

な
こ
と
に
使
え
ま
す
か
ら
」
。

　
一
ヶ
月
の
家
賃
は
4
3
0
0

円
。
光
熱
費
を
払
っ
て
も
1
万

円
程
度
と
、
ア
パ
ー
ト
等
で
の

一
人
暮
ら
し
に
比
べ
、
経
済
的

な
負
担
は
圧
倒
的
に
軽
い
で
す
。

ま
た
寮
と
い
う
と
門
限
や
規
則

が
多
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
手
形
寮
に
は
門
限
が
な
く
、

一
戸
さ
ん
曰
く
、
結
構
自
由
に
で

き
る
そ
う
で
す
。

　「
ア
パ
ー
ト
も
い
い
な
ぁ
と
思

い
ま
す
が
、た
ぶ
ん
4
年
間
引
っ

越
さ
な
い
と
思
い
ま
す
。
住
め

ば
都
で
す
ね
」
。
決
し
て
広
い
と

は
言
え
な
い
畳
約
6
畳
分
の
個

室
ス
ペ
ー
ス
に
は
備
え
付
け
の

ベ
ッ
ド
と
机
。
そ
し
て
一
戸
さ
ん

の
好
き
な
も
の
が
所
狭
し
と
並

び
、な
ん
と
も
居
心
地
の
い
い
お

部
屋
で
し
た
。

男子寮

女子寮

【
女
子
寮
】
●
秋
田
大
学
女
子
寮
は
手

形
寮
の
ほ
か
、
本
道
寮
が
あ
り
、
新
入
生

を
対
象
に
入
寮
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
大
学
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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秋
田
大
学
総
合
技
術

部
テ
ク
ノ
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
0

　
大
学
で
働
く
技
術
系
職
員
の

仕
事
を
知
�
て
も
ら
お
う
と
、
秋

田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
�
で

﹁
総
合
技
術
部
テ
ク
ノ
フ
�
ス
タ

2
0
1
0
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
頃
、
大
学
の
技
術
系
職
員
は
教

員
や
学
生
の
教
育
研
究
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
�
て
お
り
、
大
学

に
と
�
て
は
欠
か
せ
な
い
存
在
。

フ
�
ス
タ
で
は
、
ペ
ー
パ
ー
ウ
�

イ
ト
製
作
や
バ
ー
チ
�
ル
化
石

発
掘
な
ど
実
際
に
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
多
く
設
け
た
他
、
技

術
実
演
も
行
い
、
参
加
し
た
多
く

の
家
族
連
れ
は
、
そ
の
高
い
技
術

力
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

横
手
市
で

﹁
メ
デ
�
カ
ル
・
サ
イ
エ

ン
ス
カ
フ
ェ
﹂
を
開
催

　
秋
田
大
学
医
学
系
研
究
科
の

研
究
者
が
市
民
と
医
学
の
テ
ー

マ
で
語
り
合
う
﹁
メ
デ
�
カ
ル
・

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
�
﹂
を
11
月
24

日
、
横
手
市
内
で
開
催
し
ま
し

た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
こ
れ
ま
で
秋

田
市
内
で
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
秋
田
市
外
で
の
開
催
は
今
回

が
初
め
て
。

　
当
日
は
、
長
谷
川
仁
志
寄
附
講

座
教
授
が
﹁
動
脈
硬
化
発
症
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
予
防
・
治
療
の
ポ

イ
ン
ト
﹂
を
テ
ー
マ
に
最
新
医
学

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度

秋
田
大
学
職
員
表
彰

　﹁
秋
田
大
学
職
員
表
彰
﹂
式
が

12
月
7
日
行
わ
れ
、
関
係
者
列
席

の
も
と
、
吉
村
学
長
か
ら
被
表
彰

者
に
賞
状
及
び
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
教
育
研
究
活
動

や
社
会
活
動
に
お
い
て
顕
著
な

功
績
が
あ
�
た
と
認
め
ら
れ
た

職
員
を
対
象
と
し
て
お
り
、
今
年

度
は
教
育
文
化
学
部
の
逸
見
総

括
技
術
長
、
医
学
系
研
究
科
の
佐

藤
技
術
長
、
工
学
資
源
学
研
究
科

の
川
上
教
授
、
菊
地
教
授
の
4
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

八
峰
町
と

連
携
協
定
を
締
結

　
秋
田
大
学
は
県
北
西
部
に
位

置
す
る
八
峰
町
と
連
携
協
定
を

締
結
し
、
12
月
10
日
、
八
峰
町
で

締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。
締
結
式

で
は
、
吉
村
昇
学
長
と
加
藤
和
夫

八
峰
町
長
が
協
定
書
に
サ
イ
ン

を
取
り
交
わ
し
、
幅
広
い
分
野
で

相
互
に
協
力
し
、
地
域
社
会
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。
今
後
は
、
本
学
教
員

が
白
神
山
地
及
び
そ
の
海
岸
地

域
の
調
査
研
究
を
実
施
し
、
八
峰

町
が
現
在
計
画
中
の
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
申
請
に
つ
い
て
協
力
し

て
い
く
他
、
地
域
住
民
の
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
公
開
講

座
・
市
民
講
演
会
を
行
�
て
い

く
予
定
で
す
。

　
ま
た
同
日
、
協
定
締
結
の
記
念

事
業
と
し
て
林
信
太
郎
教
育
文

化
学
部
教
授
が
講
演
し
、
会
場
は

地
元
住
民
な
ど
約
1
2
0
人
で

い
�
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

吉
村
昇
学
長
﹁
第
60
回

河
北
文
化
賞
﹂
受
賞

　
東
北
地
方
に
お
け
る
学
術
、
文

化
、
教
育
に
功
労
の
あ
�
た
者
に

贈
ら
れ
る
﹁
第
60
回
（
2
0
1
0

年
度
）
河
北
文
化
賞
﹂
を
吉
村
昇

学
長
が
受
賞
し
ま
し
た
。
鉱
山
研

究
の
技
術
支
援
に
よ
る
資
源
保

有
国
と
の
交
流
推
進
。
そ
の
舵
取

り
を
担
う
学
長
と
し
て
の
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
フ
�
デ
ア

ホ
ー
ル
デ
�
ン
グ
ス
（
株
）
町
田

睿
取
締
役
会
議
長
と
（
株
）
北
都

銀
行
斉
藤
永
吉
取
締
役
頭
取
か

ら
﹁
資
源
の
安
定
確
保
へ
　
秋
田

大
学
の
挑
戦
﹂
と
し
て
推
薦
い
た

だ
き
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
子
ど
も

食
農
体
験
教
室

　
秋
田
大
学
は
、
地
域
の
子
ど
も

を
対
象
と
す
る
﹁
子
ど
も
食
農
体

験
教
室
﹂
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
自
然
に
触
れ
合
う
機
会
が
少

な
く
な
�
て
い
る
子
ど
も
た
ち

に
、
野
菜
の
栽
培
か
ら
収
穫
を
実

際
に
体
験
し
、
そ
の
素
材
を
使
�

た
調
理
法
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
教
育
文
化
学
部
の
体
験
学
習

運
営
グ
ル
ー
プ
が
5
年
前
か
ら

始
め
ま
し
た
。

　
例
年
、
大
学
キ
�
ン
パ
ス
内
の

小
さ
な
農
場
で
行
�
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
横
手
市
十
文
字
地

区
に
場
所
を
移
し
、
横
手
市
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
10
名
の
子
ど
も
た
ち

と
そ
の
家
族
は
、
教
育
文
化
学
部

の
教
員
や
学
生
、
地
元
農
家
の
指

導
の
も
と
、
昨
年
の
6
月
か
ら
月

に
1
、
2
回
（
全
10
回
）、
大
豆
・

サ
ト
イ
モ
の
栽
培
や
、
い
も
の
こ

汁
や
そ
ば
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

き
ま
し
た
。

　
最
終
日
と
な
�
た
1
月
6
日

に
は
、
修
了
式
を
開
催
。
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
吉

村
学
長
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
修

了
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
﹁
自
分
た
ち
で
作
�
た

野
菜
を
み
ん
な
で
食
べ
た
の
で

お
い
し
か
�
た
﹂﹁
野
菜
を
育
て

る
こ
と
や
料
理
の
楽
し
さ
を
実

感
し
た
﹂
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

秋
田
大
学
冬
の

イ
ベ
ン
ト
第
2
弾
！

﹁
横
手
か
ま
く
ら

in
秋
田
大
学
﹂
開
催

　
恒
例
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
�
ン

に
続
き
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
第
2
弾

と
し
て
﹁
横
手
か
ま
く
ら
in
秋
田

大
学
﹂
を
初
開
催
し
ま
し
た
。
秋

田
大
学
の
分
校
が
あ
る
横
手
市

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
か
ま
く
ら
の
本
場
・

横
手
市
か
ら
か
ま
く
ら
職
人
を

招
き
、
大
学
生
と
一
緒
に
大
か
ま

く
ら
を
一
基
製
作
。
さ
ら
に
そ
の

周
り
に
は
バ
ケ
ツ
で
作
�
た
ミ

ニ
か
ま
く
ら
を
80
個
並
べ
、
ろ
う

そ
く
の
火
を
灯
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
初
日
と
な
�
た
2

月
1
日
に
は
横
手
や
き
そ
ば
の

出
店
や
横
手
市
特
産
品
の
販
売
、

甘
酒
の
無
料
ふ
る
ま
い
が
行
わ

れ
、
学
生
や
教
職
員
、
地
域
の
方

な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
日
没
を

待
�
て
、
か
ま
く
ら
に
ろ
う
そ
く

の
火
を
灯
す
と
、
広
場
は
幻
想
的

な
空
間
と
な
り
、
訪
れ
た
方
か
ら

は
﹁
き
れ
い
﹂﹁
ろ
う
そ
く
の
灯

り
が
温
か
い
﹂
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

ニュース&トピックス	

■ 平成22年度科学研究費補助金交付決定一覧
  （平成22年10月14日～平成23年1月6日採択分）

研究種目 研究代表者
交付金額（単位：千円）

研究課題名
直接経費 間接経費 計

基盤研究（C）
一般

医学部 助教

永澤  博幸 1,000 300 1,300
収束超音波を用いた
軟部肉腫の治療について

若手研究（ B ）
大学院医学系研究科 助教

大場  貴喜 600 180 780
心肥大形成メカニズムにおける
新規カルシウム流入経路の解明

若手研究（ B ）
医学部 助教

津田  昌明 1,100 330 1,430
皮膚扁平上皮癌におけるP I 3 Kγの
分子制御：臨床展開への模索に向けて

若手研究（ B ）
医学部 講師

越前屋  勝 1,000 300 1,300
塩化揮発と湿式処理を利用した
廃基板等レアメタルの高効率・
低エネルギー回収プロセスの開発

制度名 プロジェクト名 事業期間（年度） 交付金額等（単位：千円） 所属・事業代表者

（独）科学技術振興機構（JST）
研究成果最適展開支援事業（A-STEP【シーズ顕在化タイプ】）

ＰＺＴセンサーを用いた
新生児心雑音診断モニターの開発 22年度～23年度 1,081

大学院医学系研究科

教授　尾野  恭一

財団法人関科学技術振興記念財団
平成22年度（第17回）研究・出版助成

ヘレニズム・ローマ哲学における
運命と自由の問題 22年度 22年度交付決定額

700
教育文化学部

近藤  智彦　講師

大学教育推進プログラム 高大接続教育の実践的プロジェクト 22年度～24年度 22年度
15,762

小川  信明
教育推進主管

大学生の就業力育成支援事業 就業力の育成に重点を置いた大学教育改革 22年度～26年度 22年度
19,662

教育文化学部

中村　裕　教授

■ 人事異動情報
  （平成22年10月2日～平成23年1月1日）

発令
年月日 新配置 旧配置 氏　名

採用・昇任

11月 1日
大学院

工学資源学研究科
教授

大学院
工学資源学研究科

　准教授
山口  伸次

11月 1日
大学院

工学資源学研究科
教授

大学院
工学資源学研究科

准教授
久保田  広志

※掲載対象は、部局長、教授以上

■ 教育研究プログラム等採択状況 （平成22年度10月14日～平成23年1月6日採択分）
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鉱
山
学
部
拡
充
委
員
会
を
引

き
継
い
だ
鉱
山
学
部
将
来
計
画

委
員
会（
以
下
、
学
将
委
と
略
）

は
、
学
科
新
設
や
博
士
課
程
設

置
等
を
含
む
学
部
の
将
来
像
を

議
論
し
て
い
た
過
程
で
、他
大
学

の
博
士
課
程
設
置
状
況
か
ら
文

部
省
の
方
針「
学
部
の
改
組
・
再

編
を
前
提
に
し
て
い
る
」
が
わ
か

り
、
議
論
の
中
心
は
1
9
8
5

（
昭
和
60
）
年
か
ら
学
部
改
組
・

再
編
に
移
り
ま
し
た
。
学

将
委
の
構
成
は
学
部
長

（
委
員
長
）
と
各
学
科
等

か
ら
の
代
表
委
員
。

　
今
回
は
鉱
山
学
部
の
改

組
・
再
編
が
、他
大
学
の
工

学
系
学
部
に
比
べ
長
時
間

を
費
や
し
た
主
な
要
因
を

簡
単
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
学
部
の
改
組
・
再
編
は

新
制
大
学
発
足
以
来
の

大
き
な
出
来
事
、
教
官
一

人
一
人
に
も
係
わ
る
問
題

で
あ
り
、
学
将
委
で
の
審

議
内
容
は
そ
の
都
度
学

科
等
で
議
論
し
、
そ
の
結

果
を
学
将
委
で
一
致
が
あ

る
ま
で
何
度
か
論
議
す
る

慎
重
な
方
針
で
臨
み
ま
し

た
。
教
授
会
で
も
報
告
・

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
も
係
わ
ら
ず
、
教
授
会

の
席
上
で
学
将
委
の
見
解

と
は
異
な
っ
た
発
言
が
あ

り
、
後
日
、
委
員
長
が「
本

委
員
会
で
の
審
議
事
項
や

内
容
は
所
属
学
科
教
官
に

逐
次
お
知
ら
せ
し
、
学
部
将
来

計
画
の
動
向
を
周
知
さ
れ
た
い
」

と
各
委
員
に
要
請
す
る
一
幕
も

あ
り
ま
し
た
。

　
全
国
唯
一
の
鉱
山
学
部
に

と
っ
て
、
他
大
学
工
学
部
の
改

組
・
再
編
が
参
考
に
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
学
将
委
は

博
士
課
程
設
立
に
は
総
合
大
学

院
方
式
が
有
利
と
考
え
、
鉱
山

学
部
を
鉱
山
系
と
工
学
系
の
二

学
部
に
分
離
す
る
案
を
検
討
し
、

文
部
省
も
こ
の
分
離
改
組
に
興

味
を
持
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
文
部
省
が
新
学
部

設
立
に
難
色
を
示
し
、
分
離
案

は
消
え
、
学
部
名
称
を
議
論
し

た
時
期
も
有
り
ま
し
た
。
文
部

省
の
意
見
は
あ
る
時
は
信
州
大

学
繊
維
学
部
の
よ
う
に
鉱
山
学

部
の
名
称
は
残
す
べ
き
と
述
べ

た
か
と
思
う
と
、
別
の
機
会
に

鉱
山
学
部
の
名
称
は
古
く
さ
い

と
ア
ド
バ
イ
ス
。
結
局
、
鉱
山
学

部
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た

時
点
で
、
文
部
省
は「
取
り
敢
え

ず
で
す
ね
」
と
念
を
押
し
た
の

で
す
。
　

　
時
限
に
よ
る
地
下
資
源
研
究

施
設
廃
止
に
伴
い
、
'86
年
に
設

置
さ
れ
た
附
属
資
源
地
学
研
究

施
設
教
官
の
資
源
系
学
科
振
替

え
案
を
検
討
し
た
時
期
に
は
、

学内情報／ニュース&トピックスまもなく創立100 周年／ニュース&トピックス

関
連
学
科
と
研
究
施
設
の
教
官

が
新
学
科
案
や
大
講
座
案
を

長
時
間
に
わ
た
り
練
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
文
部
省
見
解「
新
施
設

誕
生
間
も
な
い
」
に
よ
り
、
こ
の

案
は
消
滅
。

　
改
組
・
再
編
案
の
検
討
時
期

は
、
学
生
臨
時
増
募
を
行
っ
て
い

た
時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、そ
れ

に
伴
う
教
官
定
員
増
を
国
に
返

さ
ず
、「
情
報
系
学
科
」
新
設
と

結
び
つ
け
る
方
向
で
議
論
が
進

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
6
学
科
か

ら
10
学
科
に
増
え
た
時
代
と
は

違
い
バ
ブ
ル
景
気
崩
壊
後
の
こ

と
、
文
部
省
は
な
か
な
か
新
学

科
新
設
を
認
め
ま
せ
ん
。
文
部

省
の
考
え「
ま
だ
情
報
系
学
科
が

無
い
工
学
部
が
あ
り
、
順
序
と

し
て
は
こ
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る
」

も
あ
り
ま
し
た
。

　
学
部
内
で
改
組
・
再
編
議
論
に

長
時
間
を
要
し
た
原
因
は
そ
の

他
に
も
あ
り
ま
す
が
、
'89
年
7

月
上
旬
に
学
将
委
で
決
定
、
教

授
会
で
承
認
し
た
改
組
・
再
編
案

を
盛
り
込
ん
だ
概
算
要
求
書
を

秋
田
大
学
は
文
部
省
に
提
出
し

ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、採
鉱
学
科
・
鉱

山
地
質
学
科
・
冶
金
学
科
の
一

部
・
資
源
化
学
工
学
科
の
半
分
を

資
源
・
素
材
工
学
科
に
、冶
金
学

科
の
大
半
・
資
源
化
学
工

学
科
の
半
分
・
金
属
材
料

学
科
・
燃
料
化
学
科
を
物

質
工
学
科
に
、
機
械
工
学

科
・
生
産
機
械
工
学
科
を

機
械
工
学
科
に
、
電
気
工

学
科
と
電
子
工
学
科
を
電

気
電
子
工
学
科
に
、
土
木

工
学
科
を
建
設
工
学
科

に
そ
れ
ぞ
れ
改
組
・
再
編
。

そ
れ
に
、
学
部
と
共
通
講

座
か
ら
の
振
替
え
と
純
増

を
加
え
て
、
情
報
工
学
科

の
新
設
。

　
こ
れ
で
改
組
・
再
編
は

一
気
に
進
む
と
思
い
ま
し

た
が
、
文
部
省
か
ら
Ａ
グ

ル
ー
プ（
資
源
・
素
材
工

学
科
、
物
質
工
学
科
、
情

報
工
学
科
）
、
Ｂ
グ
ル
ー

プ（
機
械
工
学
科
、
電
子

電
気
工
学
科
、
建
設
工
学

科
）
に
分
け
た
分
割
改
組

の
打
診
が
7
月
中
旬
に
あ

り
ま
し
た
。
Ｂ
グ
ル
ー
プ

の
改
組
は
純
増
を
伴
わ
な

い
の
で
助
教
授
か
ら
教
授

へ
の
振
替
え
も
可
能
と
い
う
文

部
省
の
誘
い
水
で
、
分
割
改
組

を
認
め
、'90
年
4
月
に
Ａ
グ
ル
ー

プ
、
'91
年
4
月
に
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の

新
学
科
が
誕
生
し
ま
し
た
。
し

か
し
、Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
改
組
で
は

建
設
工
学
科
が
土
木
環
境
工
学

科
に
名
称
が
変
更
さ
れ
た
程
度

で
、振
替
え
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

 

（
以
下
次
号
に
続
く
）

名誉教授、学芸員（鉱業博物館元館長）、
北光会元事務局長 丸山  孝彦

創立      周年
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秋田鉱山専門学校
まもなく

情報工学科棟（5号館）全景。同科は改組・再編に伴い'90年4月に誕生したが、建物は'93年6月に落成。
撮影：千田恵吾学芸員・技術専門職員。

　株式会社五洋電子は、「ハイテクノロジーで未来を拓く」をモットーに通信、エレクトロ
ニクス分野において、この秋田の地で着実な実績を積み重ねてきました。
　「人をつなぐ」、「世界をつなぐ」、「未来をつなぐ」をコンセプトに自主開発したハンズフ
リー製品「FOMA接続アダプタ」は、そのアイディアと機能を実現する技術が認められ、
アウディ社、メルセデス・ベンツ社等で採用され、車内での多種多様化したユーザーの
通信を支えています。
　当社は、これからも確かな実績をバックボーンに、開発から量産まで首尾一環した技
術力で、高性能・高品質で安全・安心・環境にも配慮したサービスを提供していきます。

◆◆◆著書紹介◆◆◆

役割体験学習論に
基づく法教育

裁判員裁判を体感する授業

教育文化学部  教授　井門  正美（著）

　
多
く
の
人
が
選
ば
れ
る
可

能
性
が
あ
る
裁
判
員
制
度
が

2
0
0
9
年
か
ら
始
ま
�
た
。

誰
し
も
、
司
法
に
対
す
る
関

心
や
理
解
が
求
め
ら
れ
る
い

ま
、
法
律
の
知
識
だ
け
で
な

く
、
法
的
な
実
践
力
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
は
ず
。
こ
の

本
の
著
者
で
あ
る
教
育
文
化

学
部
の
井
門
正
美
教
授
は
そ

う
考
え
た
。﹁
知
識
と
豊
富
な

体
験
が
一
体
化
し
て
は
じ
め

て
使
い
物
に
な
る
﹂
か
ね
て

か
ら
、
そ
の
持
論
を
持
ち
続

け
て
き
た
著
者
は
、
授
業
に

シ
ミ
�
レ
ー
シ
�
ン
、
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
、
ゲ
ー
ム
等

の
体
験
的
な
活
動
を
と
り
い

れ
た﹁
ゲ
ー
ミ
ン
グ
・
シ
ミ
�

レ
ー
シ
�
ン
型
授
業
﹂
と
い

う
手
法
を
開
発
し
た
。
対
話

的
で
相
互
交
流
的
な
授
業

か
ら
学
生
の
社
会
実
践
力

育
成
を
目
指
し
た
そ
の
活
動

は
、文
部
科
学
省
の﹁
特
色
Ｇ

Ｐ（
Ｈ
18
�
20
）
﹂
に
採
択
さ

れ
た
他
、
日
本
シ
ミ
�
レ
ー

シ
�
ン
＆
ゲ
ー
ミ
ン
グ
学
会

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
本
書

は
、
著
者
が
実
際
の
授
業
で

取
り
組
ん
だ
実
践
的
記
録
で

あ
る
。﹁
裁
判
員
裁
判
﹂
を
題

材
に
学
生
が
司
法
制
度
や
裁

判
員
裁
判
等
の
理
解
を
深
め

て
い
く
過
程
が
描
か
れ
て
い

る
。
本
書
か
ら
、
裁
判
員
時

代
の
市
民
に
求
め
ら
れ
る
法

的
実
践
力
を
読
み
取
�
て
欲

し
い
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ﹁
著
者
が
語

る
役
割
体
験
学
習
論
に
基
づ

く
法
教
育
﹂
の
付
録
が
付
く
。

全
国
の
書
店
で
発
売
中
。
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「
資
源
」
は
常
に

世
界
を
揺
さ
ぶ

り
ま
す
。
そ
し

て
日
本
は
、
資

源
の
な
い
国
。

不
幸
な
歴
史
の

背
景
に
も
、
資
源
の
問
題
が
つ

き
ま
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
プ
リ
ー
レ
で
は

「
資
源
外
交
」
を
特
集
し
ま
し
た
。

秋
田
大
学
の
前
身
は
秋
田
鉱
山

専
門
学
校
で
す
。
そ
し
て
、
創

立
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
周
年

を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
の
、
い
わ
ば
途
中

経
過
の
報
告
で
す
。

　
地
方
の
大
学
で
な
ぜ
、
外
交

な
の
で
し
ょ
う
か
。
１
世
紀
に

及
ぶ
秋
田
大
学
の
蓄
積
。
特
に

「
ひ
と
」
を
育
て
て
き
た
と
い
う

財
産
が
、
資
源
を
持
ち
な
が
ら

「
ひ
と
」
を
有
し
な
い
国
々
か
ら

必
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　
ボ
ツ
ワ
ナ
、
モ
ン
ゴ
ル
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
…
…
と
、
フ
ィ
ー

ル
ド
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
執

筆
し
て
く
れ
た
国
際
資
源
学
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー

の
原
稿
か
ら
、
そ
の
一
端
を
く

み
取
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。
も
っ
と
も
、
世
界
を
飛

び
回
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
原
稿

は
な
か
な
か
、
締
め
切
り
ま
で

に
は
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　「
鉱
山
学
部
」
の
歩
み
を
丹
念

に
綴
っ
た
鉱
業
博
物
館
元
館
長

の
丸
山
孝
彦
・
名
誉
教
授
の
連

載
に
も
ご
注
目
下
さ
い
。
歴
史

と
今
、
そ
し
て
未
来
へ
。「
資
源
」

に
向
き
合
う
秋
田
大
学
の
姿
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
今
回
の
表
紙
は
医
学
部
医
学

科
3
年
の
植
木
春
香
さ
ん
で
す
。

厳
寒
期
の
撮
影
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
佳
）
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〈催し物〉

Form「かたち」と「数理」の間で
石井宏一作品展
秋田大学教育文化学部美術教育講座の石井宏一准
教授の作品展開催。
●3月14日（月）～25日（金）10:30～17:00
●秋田大学インフォメーションセンター
☎018･889･3019

------------------------------------------------------------

秋田大学演劇サークルきたのかい
「2010年度卒業公演」

●3月18日（金）18:00開演／19日（土）14:00開演、
18:00開演（2回講演）「サンタクロースが歌ってく
れた」作・成井豊（劇団キャラメルボックス所属）、
演出・櫻井広子
●秋田市文化会館小ホール 
●入館料／前売券500円、当日券800円。
☎080･6506･8739

------------------------------------------------------------

秋大憩いのコンサート
【第6回】●3月19日（土）14:00～
「管楽アンサンブルの魅力～
フルート4重奏＆トロンボーン4重奏」

【第7回】●4月23日（土）14:00～
「春爛漫～ソプラノの調べ」
（滝廉太郎 花、ドリーブ「ラクメ」より
花の二重唱　ほか）

【第8回】●5月28日（土）14:00～
「サロンの気分で～珠玉のピアノ小品」
（ショパン ノクターン嬰ヘ長調
作品15－2／グリーグ 君を愛す　ほか）
●秋田大学インフォメーションセンター
●参加無料。 ☎018･889･2647
※詳細はHPをご確認下さい。

------------------------------------------------------------

平成22年度秋田大学卒業式
●3月23日（水）10:30～　●秋田県民会館 
☎018･889･2207
------------------------------------------------------------

がんの痛みの治療教室
がんの痛みとは？痛いときはどうすればいいの？
など、秋田大学医学部附属病院緩和ケアセンター
主催で、がんの痛みについての勉強会を開催する。
●3月24日（木）14:00～
●秋田大学医学部附属病院外来ホール
●参加無料。 ☎018･834･1111
------------------------------------------------------------

第13回秋田肝臓大学
肝疾患の基本的な事項や最近の話題を提供。【講演
1】「自己免疫性肝炎と原発性胆汁性肝硬変」秋田
大学消化器内科 大嶋重敏　【講演2】「肝硬変とは」
秋田大学消化器内科 山田育弘。
●3月26日（土）10:00～（1時間程度）
●秋田大学医学部医学系研究棟 4階 6講義室
●申込不要、参加無料。  ☎018・884・6297
------------------------------------------------------------

第7回子どもものづくり教室
もの作りを通して、科学への興味・関心を引き出す

「子どもものづくり教室」を開催。第7回のテーマ
は「傘ラジオ」の製作。
●3月26日（土）9:00～ 12：00
●ものづくり創造工学センター創造組立作業室
●申込必要（先着20名）、参加無料。
☎018・889・2655
------------------------------------------------------------

公開シンポジウム
「感染・免疫アレルギーとの
ふれあいのつどい」
●3月27日（日）13:00～ 16:00
●秋田キャッスルホテル　☎018･834･1111
------------------------------------------------------------

天文台のイベント
星空や宇宙の楽しみ方を教えてくれる「星空案内
人Ⓡ（星のソムリエⓇ）の資格認定講座」、「市民の
ための夜間天体観察会」を秋田大学手形キャンパ
スで、第1土曜日に毎月開催。
☎018･889･2655

------------------------------------------------------------

平成23年度秋田大学入学式
●4月5日（火）10:30～　●秋田県民会館 
☎018･889･2207
------------------------------------------------------------

〈講座・講習会〉
第5回市民開放講座
「鉄の腐食防食の形態」

金児紘征氏（秋田大学客員教授）が鉄の腐食防食の 
形態観察結果、またその成因について解説する。
●3月19日（土）13:30～ 15:30
●秋田大学大学院工学資源学研究科
　附属鉱業博物館講堂
●申込不要、受講料無料。 ☎018･889･2461

------------------------------------------------------------

〈その他〉

サイエンスボランティア募集
平成23年度サイエンスボランティアを募集しま
す。募集要項は以下のとおり。
●活動内容／見学者への案内と説明、館内環境
　整備等の鉱業博物館の事業への援助活動
●活動期間／ 1年間
●募集対象／高校生以上 
●募集期間／ 2月1日（火）～ 3月31日（木）
　〈土日祝日を除く9:00～ 16:00〉
●申込先／秋田大学大学院工学資源学研究科
　附属鉱業博物館事務室
☎018・889･2461
●w3admin@kuroko.mus.akita-u.ac.jp 
※今年度登録している方も、毎年度の更新が必要
　ですので、ご注意ください。

------------------------------------------------------------

緩和ケア外来
緩和ケアとは病気に伴って起こる様々なつらさ

（体のつらさ、心のつらさ、生活のつらさなど）を
和らげるためのケアです。受診を希望される方は
主治医・かかりつけ医・相談支援センターにご相談
ください。
●毎週水曜日・10:00～12:00 
●緩和ケア外来（乳腺・内分泌外来）
●予約必要。　☎018・884・6283

------------------------------------------------------------

イベント&講座・講習会

●開館時間／10:30～17:00（平日のみ）
●入館無料　●秋田大学正門入ってすぐ　☎TEL:018-889-2931
●http://www.akita-u.ac.jp/honbu/info_c/index.html

【常設展】
成田為三

秋田師範学校（教育
文化学部の前身）出
身で、「浜辺の歌」「秋
田県民歌」など、300
曲以上の優れた作品
を世に残しています。

南木佳士
秋田大学医学部の第二期生で、
長野県佐久総合病院で医師を続
けながら、作家活動を行ってい
ます。代表作には第100回芥川
賞を受賞した「ダイヤモンドダ
スト」や「医学生」等があります。

【企画展】
サークル活動、学生の研究成
果発表、演奏会、県内の地域文
化を紹介。オープンスペース
を活用して、学生や教職員に
よる企画展を開催しています。
4月には写真や関連資料から
秋田大学の歴史を辿る企画を
予定しています。

秋田大学インフォメーションセンターは、秋田大学を知ってもらうと共に、
地域のみなさまと交流の場として、平成22年4月に開設しました。センター
では秋田大学の教育・研究の取組みや、秋田大学出身の著名な人物、業績等
をパネルや映像で紹介しています。また、学生や教職員による企画展も開催
しています。

秋田大学インフォメーションセンター AKITA UNIVERSITY INFORMATION CENTER




